
       

今
日
、
地
域
に
お
い
て
人
と
自
然
が

深
い
関
係
性
の
中
で
共
生
し
て
き
た

生
活
技
術
・
生
活
文
化
を
、
次
世
代
に

ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
か
、
ま
た

そ
の
価
値
を
当
該
の
地
域
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
が
、
地

域
か
ら
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課

題
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

そ
う
し
た
想
い
を
抱
い
て
、
一
九
九

八
年
よ
り
宮
津
市
養
老
地
域
に
お
い

て
八
年
間
、
「
野
に
出
て
生
活
を
学
び

地
域
の
光
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
学
外
演

習
を
、
延
べ
二
百
五
十
名
の
学
生
の
参

加
を
得
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年

か
ら
は
、
宮
津
市
の
要
請
を
受
け
て
、

由
良
地
区
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
移
し
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
学
外
演
習
を
、

夏
季
、
冬
季
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
、
二
○
○
七
年
八
月
三
日

か
ら
七
日
ま
で
の
五
日
間
、
環
境
デ
ザ 

      

ン
学
科
三
回
生
を
対
象
と
し
て
、
「
由

良
の
魅
力
再
発
見
と
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
づ
く
り
」
を
、
由
良
地
区
公
民
館

を
拠
点
と
し
て
地
元
の
方
々
に
お
世

話
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
習
に

は
、
京
都
府
立
大
学
学
生
十
八
名
（
教

員
一
名
）
、
滋
賀
県
立
大
学
学
生
七
名

（
教
員
一
名
）
、
加
え
て
本
年
よ
り
宮

津
高
校
建
築
科
学
生
十
三
名
（
教
諭
二

名
）
の
計
四
十
二
名
が
参
加
し
、
は
じ

め
て
の
高
大
連
携
の
学
外
演
習
が
実

現
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
演
習
で
は
、
由
良
の
か
け
が

え
の
な
い
「
光
・
魅
力
」
を
、
現
代
社

会
で
は
消
え
か
け
て
い
る
大
切
な
も

の
、
残
し
て
い
き
た
い
も
の
、
こ
れ
か

ら
も
発
信
し
て
い
き
た
い
も
の
と
し

て
と
ら
え
、
そ
れ
ら
の
「
光
・
魅
力
」

を
由
良
の
方
々
に
も
、
ま
た
由
良
を
訪

れ
る
外
部
の
方
々
に
も
理
解
し
て
も

ら
い
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
、
「
ま

ち
ぐ
る
み
博
物
館
＝
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
六
つ
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

［
一
班
、
九
名
］
七
曲
八
峠
と
奈
具
海

岸
の
魅
力
調
査
、
［
二
班
、
七
名
］
由

良
の
農
具
・
民
具
の
魅
力
調
査
、
［
三

班
、
七
名
］
宮
川
の
自
然
、
散
策
道
の

魅
力
調
査
、
［
四
班
、
四
名
］
北
前
船

の
歴
史
と
船
頭
の
心
意
気
調
査
、
［
五

班
、
十
名
］
駅
裏
エ
コ
パ
ー
ク
開
発
構

想
の
調
査
・
提
案
、
［
六
班
、
四
名
］

由
良
の
食
文
化
調
査
・
提
案
。 
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初
日
は
、
ま
ず
、
由
良
地
区
を
大
学

バ
ス
で
巡
り
な
が
ら
、
山
椒
大
夫
屋
敷

跡
、
み
か
ん
畑
、
由
良
神
社
、
如
意
寺
、

七
曲
八
峠
、
グ
ン
ゼ
保
養
所
な
ど
、
由

良
の
特
色
を
概
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

由
良
自
治
会
、
公
民
館
、
婦
人
会
、
実

業
会
、
歴
史
を
さ
ぐ
る
会
、
食
改
善
推

進
委
員
、
農
業
委
員
の
方
々
十
五
名
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
明
日
か
ら
の
学

生
に
よ
る
テ
ー
マ
別
調
査
に
関
し
て

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

四
日
か
ら
六
日
ま
で
が
、
実
質
的
な

調
査
で
す
。
一
班
の
峠
調
査
で
は
、
地

元
の
方
々
の
先
導
で
、
古
道
を
ふ
さ
い

で
い
る
竹
や
枝
を
斧
や
の
こ
ぎ
り
で

切
り
払
い
な
が
ら
、
茶
屋
跡
の
石
垣
や

崩
れ
か
け
た
石
橋
に
往
時
の
峠
道
の

に
ぎ
わ
い
を
感
じ
、
ま
た
、
鹿
や
熊
、

イ
ノ
シ
シ
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
り
、

「
ウ
ラ
ジ
ロ
（
植
物
）
」
の
群
生
に
歓

声
を
上
げ
た
り
し
な
が
ら
、
由
良
石
の

採
石
場
跡
を
通
っ
て
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
鉄
道
の

橋
脚
が
そ
び
え
栗
田
（
く
ん
だ
）
海
岸

を
臨
め
る
「
三
枚
橋
」
ま
で
、
約
四
時

間
の
行
程
を
無
事
踏
査
し
ま
し
た
。
二

班
の
農
具
調
査
で
は
、
ト
ウ
ミ
（
唐
箕
）
、

手
押
し
種
ま
き
機
、
ス
キ
（
鋤
）
や
ク

ツ
ゴ
ミ
（
藁
沓
）
な
ど
の
昔
の
農
具
を

調
査
票
に
ス
ケ
ッ
チ
し
、
そ
の
仕
掛
け

や
使
い
方
な
ど
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

三
班
の
散
策
道
調
査
で
は
、
由
良
を
流

れ
る
宮
川
、
大
迫
川
の
自
然
と
散
策
道

の
魅
力
を
調
査
し
、
サ
ワ
ガ
ニ
や
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
探
し
た
り
、
草
ず
も
う
、

笹
ぶ
ね
、
ゼ
ン
マ
イ
飛
行
機
な
ど
の
草

遊
び
も
体
験
し
ま
し
た
。
四
班
の
北
前

船
調
査
で
は
、
航
海
の
安
全
を
金
毘
羅



神
社
へ
の
絵
馬
奉
納
や
女
房
た
ち
の

毛
髪
を
奉
納
し
て
祈
願
し
た
、
海
に
対

す
る
由
良
人
の
切
な
る
思
い
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
五
班
の
エ

コ
パ
ー
ク
構
想
で
は
、
駅
裏
の
深
田
を

利
用
し
た
自
然
体
験
学
習
型
の
施
設

や
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
を
行
い
ま

し
た
。
六
班
の
食
文
化
調
査
で
は
、「
あ

ず
き
ざ
い
」「
の
っ
ぺ
い
」「
て
っ
ぽ
う

和
え
」
「
タ
ニ
シ
の
佃
煮
」
な
ど
、
郷

土
の
料
理
づ
く
り
や
新
し
い
食
材
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
演
習
で
は
、
由
良
の
歴

史
や
自
然
と
共
生
し
て
き
た
人
び
と

の
暮
ら
し
の
中
か
ら
、
潜
在
的
な
資

源
・
価
値
を
発
見
し
、
地
域
内
外
の
、

例
え
ば
由
良
住
民
と
都
市
住
民
や
学

生
と
の
交
流
を
通
し
て
、
そ
の
価
値
を

学
び
、
伝
え
、
共
有
し
て
い
く
た
め
に
、

「
地
域
の
光
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
「
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
る
地
域
づ
く

り
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
元
気
で
誇
り

高
い
地
域
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
（
調
査
・
解
析
・
創
造
的

提
案
）
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

（1）公民館長より由良の概要を伺う         （2）地元の方々との調査打ち合わせ 

（3）古道・七曲八峠の探索            （4）調査データの整理と発表の準備 

（5）地元の方々を前にした発表会風景       （6）発表会での講評と意見交換   


